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要  旨 

本発表では、形態的・統語的・意味的情報を付
与した「動詞＋動詞」型の複合動詞レキシコンに
ついて述べる。本レキシコンは、国立国語研究所
の「日本語レキシコンの形態的・統語的・意味的
特性」プロジェクト（リーダー：影山太郎）の研
究成果の一部として作成されたものである。 

和語の「動詞＋動詞」型複合動詞は使用頻度が
高く日本語表現に特徴的な語彙であるものの、量
的・質的両面で十分に情報を付与したレキシコン
は未だ見られない。本発表では、語彙的複合動詞
を対象とした複合動詞レキシコンの設計や付与情
報について述べる。そして本レキシコンが言語研
究や日本語学習者の複合動詞学習に応用できる可
能性を示す。 

  

1．はじめに 

これまで、単純語の動詞に比べて、「動詞

＋動詞」型の複合動詞について形態的・統

語的・意味的情報を十分に付与し、かつ、

ある程度の語数を扱ったレキシコンは見ら

れなかった。また、複合動詞は、辞書など

の登録語について登録基準が明確ではない

という問題点がある。たとえば、いくつか

の辞書では「なだれ込む」はあるが「練り

込む」は登録されておらず、「運び出す」は

あるが「運び入れる」は登録されていない。 

このような状況は、たとえば日本語教育

の分野でも問題となる。森田（1978）は、

複合動詞の学習・習得は必要性があるにも

かかわらず、体系的に教えることは難しい

と指摘している。教育での必要性から日本

語教育の側では、これまで辞書やデータベ

ースがいくつか作られている。たとえば、

日本語学習を目的とした複合動詞辞書には、

Tagashira and Hoff（1986）がみられるが、

詳細な情報は掲載されているものの、規模

は小さい。規模の大きい日本語教育用のデ

ータベースとしては山下（2007）があるが、

量的な面が充実している一方で、日本語学

習で使用する場合には、質的な面でさらな

る情報を追加する必要がある。また、野村・

石井（1987）は計量的に語構成や用法を調

査・分析しているが、量的な調査という目

的から、逆に質的な面は手薄である。 

複合動詞は東アジアに特徴的な語彙とい

うこともあり、複合動詞辞書を充実させる

ことは、欧米言語との翻訳などの際にも、

柔軟な表現を訳出する一助になると考える。

量だけではなく質的にも多様な情報が付与

されている複合動詞辞書を作成することで、

今まで扱えなかった統語情報や意味情報か

らの複合動詞検索や、動詞と動詞の組み合

わせパターンからの検索、システマティッ

クな複合動詞学習、柔軟な表現の翻訳など、

幅広い研究・教育で役立つと考える。我々

は、複合動詞に形態的・統語的・意味的情

報を付与した『複合動詞レキシコン』1を作

り、2013 年 3 月に公開する。本発表ではこ

の複合動詞レキシコンについて述べる。 

 

2．対象とする複合動詞 

2.1 複合動詞のタイプ 

 本レキシコンでは、和語動詞からなる「動

詞＋動詞」型複合動詞を扱う。「動詞＋動詞」

型複合動詞は、前項と後項の動詞結合の緊

                                                   
1本レキシコンは、国立国語研究所の「日本語レキ

シコンの形態的・統語的・意味的特性」プロジェ

クト（リーダー：影山太郎）の研究成果の一部と

して作成されたものである。国立国語研究所ホー

ムページより公開する。 
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密性から、語彙的複合動詞と統語的複合動

詞の二つに大別できるとされている（影山

1993）。語彙的複合動詞の場合は、二語の結

合に制限があり生産性が低い。たとえば「聞

き漏らす」はよいが「見漏らす」「話し漏ら

す」などとは言わないことから、「漏らす」

がどのような動詞にも結合するわけではな

いことがわかる。一方、統語的複合動詞の

場合は統語的な派生から形成され、比較的

制限を受けずに自由に結合することができ

る。たとえば「始める」などは、「歌い始め

る」「勉強し始める」「通い始める」「作り始

める」など様々な動詞にでも結合すること

ができ、補助動詞の役割をもつ。意味の面

でも、二つの単純語の動詞の語義が変化を

受けずに合成されている。また、統語的複

合動詞は後項動詞の数が少なく、影山（1993）

では 27 語、姫野（2001）では 3 語追加し

て 30 語としている。これらの動詞は、前項

動詞と自由に結合することから、生産性が

高い。本レキシコンでは、前者の語彙的複

合動詞を対象とし、現在 2735 語を登録して

いる。 

2.2 収集対象の資料 

データの収集は、複合動詞の辞書や研究

書などを参考にした。 

影山太郎（1993）『文法と語形成』 

田中茂範・松本曜（1997） 

『空間と移動の表現』 

姫野昌子（1999） 

『複合動詞の構造と意味用法』 

姫野昌子（2004）『日本語表現活用辞典』 

山下喜代（2007） 

『平成 17年度（2005）～平成 19年度（2007）

科学研究費補助金 基盤研究（c） 研究成果報

告書 日本語教育のための合成語のデー

タベース構築とその分析』 

また、上記資料で収集したものだけではな

く、不足分はその都度補充していくことと

した。 

 

3．複合動詞レキシコンの設計 

 これまでの言語研究や動詞辞書などの知

見を活かした形で複合動詞に情報を付与す

るために、事前調査を行った（神崎 2012）。

その中で、第一版では最も基本的な情報を

付与した。 

① 語構成 

複合動詞の語構成が、自立した動詞どう

しの組み合わせ「動詞(V)＋動詞(V)」か、

あるいは「接頭語(p)＋動詞(V)」か「動詞

(V)＋接尾語(s)」か、などの情報。 

② 複合動詞の漢字表記、ひらがな表記、

ローマ字表記 

③ 前項動詞の漢字表記、ひらがな表記、ロ

ーマ字表記 

④ 後項動詞の漢字表記、ひらがな表記、ロ

ーマ字表記 

②から④については、ひらがな表記だけ

ではなくローマ字表記も対応することで日

本語学習者が検索しやすくする。 

⑤ 自他と主語の意志性の有無 

言語研究において、主語の意志性は複合

動詞形成の制約にかかわる重要な要素

となる（影山 1993）。また、他動詞・自

動詞・自動詞（意志性のある主語をとる

もの）の区別は複合動詞の統語的・意味

的特性を考える際に重要な情報となる。 

⑥ 複合動詞の格パターン 

複合動詞の意味を形成するのに必須と

思われる格を記載している。ただし、必

ずしも実際の文にすべての格が出そろ
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っているとは限らない。 

⑦ 異表記や固定した用法などの記載 

異表記での検索にも対応する。 

⑧ 定義文 

日本語の定義文を記載している。 

⑨ 用例 

現時点では一部の用例を記載している

が、将来的には、国立国語研究所で公開

しているオンライン検索 NINJAL-LWP 

for BCCWJ（NLB）（国立国語研究所

2012）と連動して、BCCWJ コーパスの

用例を検索できるようにする。 

⑩ 頻度情報 

上記項目以外に統計的情報もオンライ

ン検索 NLB を利用して調べることがで

きる。BCCWJ コーパス内での複合動詞

の頻度、前項動詞の頻度、後項動詞の頻

度など様々な角度からの頻度情報が見

られる。 

以下にいくつかの使用例を示す（例 1～

例 3）。BCCWJ コーパスは、書籍、雑誌、

新聞、ブログなどいくつかのサブコーパス

から構成されているが、例１では BCCWJ

全体での総出現頻度とサブコーパス別の出

現頻度を示すとともに、その複合動詞がど

のような活用形で使用されていることが多

いか、受身形、使役形、否定形がそれぞれ

どのような割合で使用されているのかなど

を示している。例２ではどの動詞が複合動

詞の前項にくる動詞として多いかについて

情報を示し、例３では前項と後項の動詞の

組み合わせの情報を示している。

 

例 1 BCCWJ コーパスでの頻度情報の一例 

語彙素：繰り返す 

読み：クリカエス 

活用：五段・サ行 

総頻度：5574 

サブコーパス頻度（PMW）：NR: 4628 (104.61), SP: 240 (43), OM: 326 (65.66), OC: 273 (51.16), OY: 

107 (44.6) 

表記形頻度（表記形サブコーパス頻度）：繰り返す: 4450 ( NR: 3576, SP: 188, OM: 325, OC: 260, 

OY: 101,), くり返す: 578 ( NR: 544, SP: 27, OM: 0, OC: 3, OY: 4,), くりかえす: 394 ( NR: 370, 

SP: 16, OM: 0, OC: 7, OY: 1,), 繰返す: 94 ( NR: 85, SP: 4, OM: 1, OC: 3, OY: 1,), 繰りかえす: 49 

( NR: 45, SP: 4, OM: 0, OC: 0, OY: 0,), 繰り返えす: 7 ( NR: 6, SP: 1, OM: 0, OC: 0, OY: 0,), くり

返えす: 1 ( NR: 1, SP: 0, OM: 0, OC: 0, OY: 0,), 繰り返へす: 1 ( NR: 1, SP: 0, OM: 0, OC: 0, OY: 

0,) 

活用形頻度：連用形: 3459, 基本形: 1276, 未然形: 780, 仮定形: 49, 未然ウ接続: 10 

れる・られる後続割合（頻度）：11.5% ( 繰り返される: 642 ) 

せる・させる後続割合（頻度）：0.3% ( 繰り返させる: 17 ) 

ない・ぬ・ません後続割合（頻度）：2.3% ( 繰り返さない: 107,  繰り返さぬ: 11,  繰り返しませ

ん: 8 ) 
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例 2 前項動詞からの検索        例 3 前項と後項動詞の組み合わせ検索 

 

 

4．今後の課題 

 複合動詞レキシコンは、2013 年 3 月に国

立国語研究所のホームページから公開予定

である。『複合動詞レキシコン』ver.1 では

基本的な情報を付与しているが、今後、複

合動詞の選択制限となる共起名詞や、複合

動詞の上位語などいくつか主要な情報につ

いても検討していく予定である。 
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